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あ
る
が
検
討
中
」
と
回
答
し
て
い
る
。

医
療
機
関
は
東
京
の
複
十
字
病
院
、

新
山
の
手
病
院
、
浜
松
・
掛
川
の
海
谷

眼
科
、
米
子
の
広
江
病
院
等
が
導
入
し

て
い
る
。

３
６
０
度
評
価
に
つ
い
て
は
人
事
担

当
者
・
専
門
家
の
間
で
も
賛
否
両
論
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
れ
を
経
験
し

て
い
る
人
は
多
く
な
い
。
こ
こ
で
は
、

筆
者
の
経
験
を
も
と
に
３
６
０
度
評
価

の
特
徴
、
導
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

を
紹
介
す
る
。

３
６
０
度
評
価
の
目
的
と
効
果

３
６
０
度
評
価
の
目
的
は
、

①
本
人
の
行
動
に
つ
い
て
気
付
き
を
促

す
こ
と
（
気
付
き
に
よ
る
行
動
変
容
、

教
育
が
主
目
的
、必
要
な
人
材
の
定
着
、

組
織
に
適
合
し
な
い
人
材
の
流
動
化
な

ど
の
効
果
も
あ
る
）

産
業
界
で
も

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

３
６
０
度
評
価
の
導
入
率
は
産
業
界

で
も
さ
ほ
ど
高
く
な
い
が
関
心
は
高
ま

っ
て
い
る
。
厚
労
省
の
調
査
で
は
、
人

事
考
課
を
実
施
し
て
い
る
企
業
の
う
ち

26
％
が
導
入
済
み
（
02
年
）、
生
産
性

本
部
の
調
査
「
日
本
的
人
事
制
度
の
現

状
と
課
題
」
で
は
、
管
理
職
評
価
で
の

導
入
率
は
上
場
企
業
で
19
・
８
％
（
04

年
）、さ
ら
に
55
・
０
％
の
企
業
が
「
導

入
の
方
向
で
検
討
」
ま
た
は
「
関
心
が

②
上
司
１
人
に
よ
る
評
価
の
補
完
（
人

事
考
課
導
入
の
抵
抗
緩
和
効
果
も
）

③
人
材
の
選
別
（
昇
進
・
昇
格
）、
異

動
に
関
わ
る
参
考
情
報
を
得
る
等
だ
。

３
６
０
度
に
限
ら
ず
、
人
事
評
価
は

上
記
の
こ
と
を
通
し
て
人
材
を
活
性
化

し
、
組
織
の
存
在
価
値
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
だ
。

生
産
性
本
部
の
調
査
（
前
述
）
で
は

①
評
価
能
力
の
バ
ラ
ツ
キ
の
解
消
・
適

正
化
②
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
納
得
性
の

向
上
③
評
価
結
果
に
対
す
る
意
見
や
苦

情
の
出
し
や
す
さ
、
と
い
う
３
つ
の
効

果
が
あ
り
そ
う
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

３
６
０
度
評
価
の
実
施
方
法

（
１
）
評
価
項
目
（
ど
こ
を
評
価
す

る
か
）

日
常
重
視
す
る
職
務
行
動
か
ら
10
〜

30
項
目
を
抽
出
し
文
書
化
す
る
。

例
　
①
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
②
重
点
課

題
や
業
務
改
善
へ
の
取
り
組
み
③
同
僚

と
の
関
係
④
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
フ
リ
ー
に
書
け

る
一
言
コ
メ
ン
ト
欄
を
つ
け
る
。

（
２
）
評
価
段
階
（
ど
う
評
価
す
る

か
）項

目
ご
と
に
５
段
階（
数
字
が
良
い
）

2つの事例で導入されていた人事評価システム
は、360度評価（多面評価）。上司の評価だけで
なく、同僚、部下、他部署の管理者や仕事でつ
ながりのある関係者（取引先である顧客、協力
業者を含む）、本人（自己評価）等、様々な角度
から評価する方法だ。
その客観性や被評価者の“気付き”を促す効

果により、医療機関でも関心が高まっている。
360度評価の特徴と医療機関が導入する場合に注
意すべき点を述べてもらった。
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で
評
価
す
る
。

（
３
）
評
価
者

①
被
評
価
者
（
本
人
）
②
上
司
③
同

僚
④
部
下
⑤
他
（
③
④
⑤
は
被
評
価
者

の
上
司
に
適
任
者
を
数
名
選
定
し
て
も

ら
う
場
合
が
多
い
）。

目
的
に
よ
り
評
価
者
は
匿
名
と
記
名

の
場
合
が
あ
る
。

（
４
）
実
施
時
期

目
的
に
も
よ
る
が
年
１
回
が
多
い
。

年
２
回
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
５
）
本
人
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

前
述
の
目
的
①
の
場
合
、
項
目
ご
と

の
自
己
・
他
者
評
価
（
上
司
／
同
僚
・

部
下
別
）
の
平
均
点
、
一
言
コ
メ
ン
ト

を
上
司
が
面
接
に
よ
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
（
個
人
別
報
告
書
の
例
参
照
）。

②
の
場
合
は
希
望
者
の
み
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
れ
ば
良
い
。
③
の
場
合
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
不
要
で
あ
る
。

気
付
き
・
行
動
変
容
を
促
す

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
評
価
結
果

か
ら
、「
同
僚
や
部
下
の
目
に
映
っ
て

い
る
自
分
」
が
読
み
取
れ
る
。

３
６
０
度
評
価
の
方
が
上
司
だ
け
に

よ
る
評
価
よ
り
、
本
人
に
与
え
る
イ
ン

パ
ク
ト
は
ず
っ
と
強
い
。
同
僚
や
部
下

か
ら
ラ
ブ
レ
タ
ー
と
中
傷
レ
タ
ー
が
一

斉
に
届
い
た
状
況
を
想
像
し
て
み
て
欲

し
い
。

被
評
価
者
の
評
判
や
、
評
価
者
の
主

観
（
好
き
嫌
い
な
ど
）
も
混
じ
る
だ
ろ

う
か
ら
「
正
し
い
評
価
」
と
は
い
え
な

い
が
、
そ
れ
が
同
僚
や
部
下
か
ら
見
た

自
分
、
職
場
の
人
間
関
係
が
投
影
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

評
価
が
低
い
場
合
、
上
司
だ
け
に
よ

る
評
価
な
ら「
上
司
の
見
る
目
が
な
い
、

実
態
を
見
て
い
な
い
」
等
、
自
分
に
都

合
の
良
い
よ
う
に
解
釈
（
合
理
化
）
す

る
の
は
容
易
だ
。
結
果
を
表
向
き
は
神

妙
な
態
度
で
受
け
入
れ
て
も
、
本
心
で

は
受
け
入
れ
な
い
で
済
ま
す
。

評
価
が
高
け
れ
ば
当
然
う
れ
し
い
が

「
上
司
が
寛
大
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
」

「
同
僚
は
こ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
し
て
い

な
い
だ
ろ
う
」
等
、
疑
念
の
余
地
が
大

き
い
。

一
方
、
３
６
０
度
評
価
は
、
こ
の
よ

う
な
疑
念
の
余
地
が
小
さ
い
。
評
価
が

高
け
れ
ば
、
自
分
が
好
意
的
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
、
自
信
を

持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
職

場
で
の
居
心
地
は
俄
然
良
く
な
る
。

近
々
の
昇
進
昇
格
を
確
信
で
き
る
こ
と

も
あ
る
。

逆
に
評
価
が
低
け
れ
ば
、
自
分
が
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
、
自
信

が
持
て
な
く
な
り
る
。
職
場
に
居
づ
ら

く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
が
行
動
を

見
直
す
圧
力
と
な
る
。

項
目
別
平
均
点
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
同
僚
や
部
下
の
何
げ
な
い
一
言
コ

メ
ン
ト
に
一
喜
一
憂
す
る
。
コ
メ
ン
ト

は
数
字
よ
り
具
体
的
で
ス
ト
レ
ー
ト
に

効
い
て
く
る
。
と
て
も
う
れ
し
い
コ
メ

ン
ト
も
あ
る
が
、
な
か
に
は
胸
に
グ
サ

リ
と
刺
さ
る
も
の
、
指
摘
が
間
違
っ
て

い
る
、誤
解
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
り
、

意
味
が
理
解
で
き
な
い
も
の
も
あ
っ
た

り
す
る
。

本
人
の
気
付
き
・
行
動
変
容
の
目
的

で
実
施
す
る
場
合
は
、
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
仕
方
が
成
否
を
分
け
る
。

特
に
中
傷
レ
タ
ー
を
渡
し
た
後
の
、
上

司
の
介
入
が
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
パ
ク

ト
が
強
く
、
諸
刃
の
剣
と
な
る
可
能
性

が
高
い
か
ら
だ
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
時

お
よ
び
そ
の
後
の
上
司
の
フ
ォ
ロ
ー

（
結
果
の
解
釈
を
上
手
に
手
助
け
し
て

や
る
こ
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
受
け
取
り

方
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
修
正
し
て

や
る
こ
と
）
が
必
要
に
な
る
。
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「
上
司
に
よ
る
評
価
の
妥
当
性
（
上
司

へ
の
信
頼
観
）」
で
、「
上
司
に
よ
る
評

価
よ
り
、
同
僚
に
よ
る
相
互
評
価
の
方

が
納
得
で
き
る
」「
上
司
に
評
価
さ
れ

る
な
ら
、
自
分
た
ち
に
も
上
司
を
評
価

さ
せ
ろ
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
声
を
受
け
、
抵
抗
緩
和

策
と
し
て
３
６
０
度
評
価
を
導
入
し
た

例
も
あ
る
。
た
だ
し
、
部
下
か
ら
評
価

さ
れ
る
管
理
職
層
が
反
発
す
る
こ
と
も

あ
る
。
評
価
は
ど
う
行
っ
て
も
、
批
判

は
つ
き
も
の
な
の
だ
。
強
い
信
念
で
説

得
・
導
入
し
、
定
着
す
る
ま
で
辛
抱
で

き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

昇
進
・
異
動
に
活
用
す
る

３
６
０
度
評
価
は
人
事
の
最
終
決
定

権
者
で
あ
る
院
長
に
、
身
近
に
い
な
い

職
員
の
行
動
、
人
間
関
係
（
好
き
嫌
い

や
相
性
を
含
め
）
に
関
す
る
情
報
を
も

た
ら
す
。
こ
れ
は
、
昇
進
や
異
動
を
決

定
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。
被
評
価
者

情
報
の
他
、
評
価
者
を
記
名
式
に
す
れ

ば
、
評
価
し
た
人
の
「
人
を
診
る
目
」

を
判
断
す
る
材
料
に
も
な
る
。

昇
進
や
異
動
の
参
考
と
す
る
こ
と
が

目
的
な
ら
、
本
人
に
評
価
成
績
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
必
要
は
な
い
。

し
か
な
い
（
こ
の
場
合
、
ハ
ロ
ー
効

果
＝
「
一
事
が
万
事
」
と
見
る
バ
イ
ア

ス
が
か
か
り
や
す
い
）。

そ
の
よ
う
な
院
長
・
看
護
部
長
・
事

務
長
に
、
３
６
０
度
評
価
が
貴
重
な
情

報
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

上
司
評
価
の
補
完
と
す
る
場
合
、
同

僚
・
部
下
等
の
評
価
結
果
を
一
定
シ
ェ

ア
で
成
績
決
定
に
直
接
反
映
す
る
ケ
ー

ス
と
、
参
考
評
価
に
留
め
、
成
績
決
定

は
上
司
評
価
に
限
定
す
る
場
合
の
両
方

が
あ
る
。

な
お
、
自
己
評
価
は
成
績
決
定
に
は

使
わ
な
い
方
が
良
い
。自
己
評
価
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
投
影
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
。「
自
分
は
頑
張
っ
て
ま
す
よ
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
気
持
ち
、「
同
僚

に
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
本
人
の
予
想
、「
自
己
認

識
が
低
い
と
は
思
わ
れ
た
く
な
い
」

「
謙
虚
な
や
つ
と
思
わ
れ
た
い
」
気
持

ち
な
ど
で
あ
る
。

筆
者
の
経
験
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
の

効
果
を
追
加
し
て
お
き
た
い
。

医
療
関
係
者
の
人
事
考
課
導
入
に
対

す
る
抵
抗
は
、
一
般
企
業
よ
り
強
い
よ

う
だ
。
人
事
考
課
を
拒
む
た
め
、
様
々

な
理
屈
を
こ
ね
る
。
代
表
的
な
論
点
は

上
司
評
価
を
補
完
す
る

３
６
０
度
評
価
は
、
上
司
か
ら
見
え

て
い
な
い
行
動
を
同
僚
や
部
下
の
目
で

補
完
す
る
意
味
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
上

司
の
恣
意
的
な
評
価
（
好
き
嫌
い
で
評

価
す
る
等
）
を
牽
制
・
修
正
す
る
効
果

も
あ
る
。

多
く
の
目
で
評
価
す
る
た
め
、
上
司

だ
け
の
評
価
に
比
べ
客
観
性
は
高
ま

る
。
３
６
０
度
評
価
を
実
施
し
て
い
る

医
療
機
関
の
管
理
者
か
ら
「
３
６
０
度

評
価
が
な
く
、
上
司
評
価
だ
け
で
は
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
に
く
い
」
と
い
う
声

も
聞
く
（
特
に
女
性
管
理
者
か
ら
）。

病
院
・
医
院
の
人
事
考
課
に
お
い
て
、

評
価
成
績
の
最
終
決
定
権
は
院
長
や
看

護
部
長
・
事
務
長
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
組
織
を
掌
握
す
る
た
め
に
ト
ッ
プ

が
最
終
的
な
人
事
権
を
握
る
必
要
も
あ

り
、そ
れ
自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
職
員
数
の
多
い
病
院
の
ト

ッ
プ
に
は
身
近
に
い
な
い
職
員
の
行
動

は
よ
く
見
え
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

最
終
決
定
権
を
持
っ
て
い
て
も
一
次
考

課
者
の
考
課
結
果
に
そ
の
ま
ま
印
を
押

す
か
、
自
分
の
記
憶
に
残
る
ご
く
わ
ず

か
な
事
実
を
も
と
に
成
績
を
修
正
す
る

３
６
０
度
評
価
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

患
者
満
足
度
調
査
は
、
３
６

０
度
評
価
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
言
え
る
。
浜
松
・
掛
川
の
海

谷
眼
科
で
は
、
院
内
に
「
叱
咤

激
励
箱
」
を
置
い
て
患
者
や
家

族
の
声
を
常
時
吸
い
上
げ
、
サ

ー
ビ
ス
や
職
員
の
行
動
改
善
に

活
用
し
て
い
る
。

ご
存
知
の
よ
う
に
ホ
テ
ル
に

は
、
宿
泊
客
ア
ン
ケ
ー
ト
が
置

い
て
あ
る
し
、
楽
天
の
ホ
テ
ル

検
索
・
予
約
サ
イ
ト
で
は
、
利

用
者
の
声
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

閲
覧
で
き
る
。
中
に
は
自
分
勝

手
な
意
見
も
あ
る
。
職
員
個
人

の
評
価
で
は
な
い
が
、
従
業
員

の
応
対
に
つ
い
て
の
意
見
も
多

数
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
で
は
、
利
用
者
か
ら

の
評
価
を
も
と
に
一
喜
一
憂
し
、

改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善
し

て
い
る
。
そ
の
改
善
姿
勢
が
、

ま
た
利
用
者
に
評
価
さ
れ
る
。

筆
者
は
こ
の
サ
イ
ト
を
利
用
し

て
か
ら
、
ホ
テ
ル
選
び
で
ほ
と

ん
ど
失
敗
し
な
く
な
っ
た
。

寄稿


